
平成 28年度 第 2回 大和市特別職報酬等審議会 会議要旨 

会議名 

（審議会等の名称） 
平成 28年度 第 2回 大和市特別職報酬等審議会 

開催日時 平成 28年 11月 9日（水曜日） 18時 30分～18時 46分 

開催場所 大和市役所 本庁舎 5階 第 5会議室 

出 

席 

状 

況 

委員 7人：宮東悠会長、山元哲夫委員、荻窪政一委員、金子直勝委員、 

髙橋政勝委員、髙橋讓委員、横田隆夫委員 

事務局 4人：総務部長、人財課長、人財育成担当係長、同担当 1人 

（総務部 人財課 人財育成担当：内線 5338） 

傍聴者人数 0人 

公開・非公開の状況 ■公開 □非公開 □一部非公開 

非公開・一部非公開 

の場合はその理由 

 

 （１） 会議次第 

1 開 会 

2 会長あいさつ 

3 審 議 

4 その他 

 

（２） 審議又は検討経過、及び結果 

主な内容は次のとおり。 

＜開会＞ 

＜会長あいさつ＞ 

＜審議＞ 

＜事務局から説明＞ 

諮問内容について、再度説明。 

（会 長）事務局からの説明に対し、前回の資料の内容を含め、質問等があれ

ばお願いしたい。 

（委 員）資料に財政力指数の項目がある。大和市の財政力指数が過去３ヵ年

平均で 0.959と記載されているが、それに関連して伺いたい。資料 30ページに、

市税の決算額が 355億 1,400万円とあり、収納率が 95.1％となっている。とい

うことは、実際には納めてもらう額が 370 億円くらいになるのではと考える。

この 95.1％についてどのように見ればよいか。 

（事務局）95.1％というのは、現年分の収納率約 99％と、過年度分の収納率約

26％を合算したものである。 

（委 員）収納率を高めており、努力の成果が出ていると思う。また、資料 30

ページ右側では、国民健康保険税の滞納繰越分の調定額が約 30億円との記載が

ある。市税について収納できなかった額はどれくらいか。 

（事務局）直近の数字が平成 26年度のものになるが、市税の現年度分と滞納繰



越分を合わせた収入未済額は、18億 7,500万円となっている。なお昨年、同様

の質問において、平成 25 年度の収入未済額として、21 億 4,500 万円とお答え

している。 

（委 員）収納率を上げれば、財政力がつくということを申し上げたかった。 

（会 長）他に質問はないか。事務局に確認するが、本審議会では、市議会議

員や市長等特別職の給料・報酬額について答申するとされている。期末手当に

ついては付帯意見ということでよいか。 

（事務局）この審議会の設置目的から、給料と報酬額について答申することと

なっているが、従来から年収ベースで審議いただいている。そのため、期末手

当については付帯意見として、皆さんのご意見をいただきたいと考えている。 

（会 長）これについて、意見をいただきたい。 

（委 員）前回の説明において、他の施行時特例市の特別職との比較の中で、

他市では減額措置をしている市もあるとのことであった。これはその時の選挙

公約など様々な状況の中で実施しているということで、私としては給料・報酬

については諮問どおり据え置きでよいと考える。また、期末手当については人

事院勧告に従い、０．１月の引上げでよいと考える。 

（委 員）賛成する。 

（委 員）私も賛成する。 

（委 員）前回、欠席したが、事務局から資料の説明を受けている。比較が難

しい部分もあるが賛成する。 

（会 長）これまでの事務局の説明、審議の内容を踏まえ、諮問どおりの内容

で答申を行うこととしたい。その他、期末手当の支給率について、年間４．０

５月を４．１５月に引上げるということで、答申したいと考えるがいかがか。 

（委員一同）異議なし。 

（会 長）異議なしということで、次に進める。今後の予定について事務局よ

り説明をお願いする。 

（事務局）今後、本日の審議結果を基に答申書を作成し、会長から市長へ答申

をお願いしたいと考えている。 

（会 長）答申書はまとまり次第、各委員へ送付させていただく。以上で閉会

とするが、何かご意見があれば伺う。 

（委 員）あまり関係ないかもしれないが、他自治体等で選挙中に給与を半減

すると公約するなど戦略的に減額措置をするケースがあるが、本来は特別職報

酬等審議会を通すべきとの意見も出ていることを耳にした。まさにこの審議会

の重要性をひしひしと感じた。 

（会 長）それでは、閉会とさせていただく。 

＜閉会＞ 
 


